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令和6年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市

圏、周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現に向けた具体的
な取組みについて調査・研究し、令和6年度以降に実現可能な事業等を創出するこ
と。

【開催回数・時期】
合計3回のゼロカーボン研究会と、事業創出に向けた具体的内容を検討するため

のゼロカーボン分科会を開催予定。
（5月、9月、11月）

【参加者】
産：各回テーマ毎に参加を希望する企業
学：各回テーマ毎に参加を希望する大学
官：岡山連携中枢都市圏構成市町、倉敷市など
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令和6年度ゼロカーボン研究会の概要

【第1部】事例研究
各回でテーマを決め、講師様から脱炭素化に資する情報提供を頂き研究会

参加者で共有。得られた情報を岡山連携中枢都市圏や各団体での今後の取組
みに活かす。

【第2部】研究会参加者の取組みと事業創出について
岡山連携中枢都市圏全体、又は、一部の自治体や事業者における、脱炭素化

に資する新たな事業創出に向け、ゼロカーボン研究会参加者でのこれまで取組
みの共有と、ゼロカーボン研究会で推進している事業創出に関する現状の報告。
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⚫ 世界全体の2050年までのCO2削減対策について、国際エネルギー機関（IEA）のネットゼ
ロ ロードマップでは、 2030年以前においては、太陽光・風力発電の導入や電化に加えて、
エネルギー効率改善（15%）や行動変容・需要削減（14%）が大きな寄与を示す一方で、
2030年以降は、CO2の大気放出を抑制する（または取除く）対策であるCCUS※のCO2削
減寄与率が大きくなることが示されており、今後はCO2の吸収源、回収・固定化技術が
注目されてくると考えられる。

【第1部】事例研究テーマ
『CO2の吸収源および回収・固定化技術について』

出典：中央環境審議会地球環境部会 2050年ネットゼロ実現に向けた気候変動対策検討小委員会・産業構造審議会産業技術環境分科会
地球環境小委員会中長期地球温暖化対策検討WG 合同会合（第1回） 資料4.気候変動対策の現状と今後の課題について

※CCUS（ Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage）は、発電所や工場などから排出されるCO2を分離・回収して、地中深
くに圧入し、固定化・貯留する技術であるCCSと、回収したCO2を化成品や燃料製造へ再利用する技術であるCCUの総称
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⚫ 2024年4月、日本は国連への温室効果ガス排出・吸収量（ 2022年度分）の報告において、
世界で初めて、ブルーカーボン生態系の一つである海草藻場及び海藻藻場の吸収量を合わ
せて算定し、約35万トンCO2の値を報告。環境配慮型コンクリートについても、同じく世
界で初めて吸収量（CO2固定量）を算定し、約17トンCO2の値を報告しており、世界の中
でも吸収源、回収・固定化技術に注力している。

出典：環境省 2022年度の温室効果ガス排出・吸収量（概要）

新たな吸収源、固定化技術

【第1部】事例研究テーマ
『CO2の吸収源および回収・固定化技術について』
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⚫ 令和５年6月23日にカーボンリサイクルロードマップが示され、CO2を有価物（資源）と
して捉え、新たな別の有価物に転換することで、サプライチェーン全体でのCO2排出を抑
制する動きが加速。国内外で関連事業のスタートアップが創出されている。

⚫ 瀬戸内海地域はCO2の大規模排出地点が多く、率先したCCUSの取組みが必要であると同
時に、新たな事業を創出できる地域でもある。

瀬戸内海地域にはCO2大規模排出地点が多い

出典：カーボンリサイクルロードマップ 令和５年6月23日 経済産業省

カーボンリサイクルに関する国内外での事業創出の動き

【第1部】事例研究テーマ
『CO2の吸収源および回収・固定化技術について』



⚫ ブルーカーボン普及に関する新たな事業化のチャレンジも活性化しており、様々な分野の
事業者が関われる可能性があると考えられる。
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出典：国立研究開発法人水産研究・教育機構 内田基晴
日本水産学会誌 2021 p450-452 
海藻発酵技術の研究と応用

アマモ種子を原料とするビールの開発
を表現した概念図

出典：株式会社リバネスHP マリンチャレンジプログラム2023 全国大会 〜海と日本PROJECT〜

増えすぎたアマモの醤油原料への利用方法を開発

ノウハウや酵母菌の譲渡については
岡山県内醤油メーカーが協力

【第1部】事例研究テーマ
『CO2の吸収源および回収・固定化技術について』



内容 講師

（1）海洋環境保全とブルーカーボン
岡山大学 学術研究院教育学域

 理科教育講座・地球科学領域 助教 佐野 亘 氏

（2）「大崎クールジェンプロジェクト」および
  「CCS（二酸化炭素の回収・貯留）」について

中国電力株式会社
 岡山支社 副支社長 山本 公介 氏

本日の講演内容

【講演の観点】
今回の研究会では、岡山の海でのブルーカーボンに関する最新の研究状況、中

国地方でのCCSの取組みについてお話を伺い、CO2の吸収源、回収・固定化に関
する岡山での新たな事業創出の可能性や、自治体の関わり方について考える。
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【第1部】事例研究テーマ
『CO2の吸収源および回収・固定化技術について』



脱炭素化に資する新たな事業創出に向け、下記の情報共有を行う。

・ゼロカーボン研究会参加者の取組み
「地域の資源を活用した真庭市版・脱炭素化の取り組み」
真庭市産業観光部 地域エネルギー政策課 主幹 河本 直貴 氏

・今年度の脱炭素化に資する事業創出の進捗状況について
事務局
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【第2部】研究会参加者の取組みと事業創出について
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